
教育を社会に開く

鎌倉市の学校教育の挑戦



児童・生徒理解に基づく指導１

児童生徒の現在の心情や、特
性に寄り添って、児童生徒の成
長や行動変容を促す最適な方
略を選択する

児童・生徒の生きる社会の
理解に基づく指導２

児童生徒が将来大人になった
時に飛び込んでいく社会を予測
し、その時に求められる力を備え
らえるよう教育を組み立てる

基本理念

子どもの視点に立った教育
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Rapid social change

社会の変化のスピードが速くなっている

旧石器時代
１万年以上前

平安時代
1000年前

明治時代
150年前

現代
2020年

10000 
years

1000 
years

150 
years

10 
years?

人間が大人になるまでの
期間より短い



Innovation driven by tech

Society 5.0を生み出すテクノロジー

AI・ビッグデータ ロボティクス 高速インターネット

過去に起こったことの
データからパターンを
分析して予測・再現する

プログラムに基づいて正確に作
業する。人ができないような細か
い作業や重たい作業も２４時
間３６５日こなす。

いつでも、どこでも、誰でも
テクノロジーの恩恵を
受けることができる。

頭脳の限界を超える 身体の限界を超える 地理的限界を超える× ×



これまで「優秀」と考えられてきた人たちの能力はAI・ロボティクス
に置き換わる

社会の変化のスピードはもっともっと早くなる

こうした時代に生き抜く子供たちに必要な資質能力を
身につけさせてあげられているだろうか



①より良い学校教育を通じてより良い社会を
作るという目標を学校と社会が共有する

②これからの社会の創り手である子供たちに必要な
資質・能力を学校教育で育成する

③社会との連携・協働により上記の実現を図っていく

WHAT

HOW

WHY

ＶＵＣＡの時代にふさわしい教育の継続的実現

社会に開かれた教育課程の必要性
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ツールの壁、環境の壁、経験の壁・・・

#プログラミング

#SDGs

#個別最適化

#グローバル

#PBL
（課題解決
型学習）

20年後の社会を見通した要請

◍ Society5.0に対応したスキル、学びに
向かう姿勢の修得

◍ 多様な子供たちが誰一人取り残され
ず、自分らしくあることができる

#特別支援

#教育DX

#デジタル
ファブリケーション

社会に開かれた教育課程の実装に向けて

理想と現実の差

GIGA 35人学級
人材確保策

？



子どもも、教師も
ワクワクするような
学びをつくろう。



学校 教育委員会 鎌倉
スクールコラボファンド

発掘・
アレンジ

支払い

提案

要望

ふるさと納税の
仕組みを活用した
クラウドファンディングを
通じて維持補充

活用

Collaboration!

教育
ベンチャー

NPO 大学

ファブラボ

PBL

プログラミング

アントレプレナーシップ

特別支援

Theme

SDGs

Resource

企業CSR

グローバル

社会に開かれた教育課程の実装に向けて

スクールコラボファンド後の世界



スクールコラボファンドのファンドレイジング結果

令和２～４年度のガバメント・クラウドファンディングで1500万円を調達



慶應SFCやNPOと

コラボしたSDGsの

プロジェクト型学習

JICAとコラボした

オールイングリッシュ

国際交流

教材会社とコラボした

プラスチックアップサイクル学習

テックベンチャーと

コラボしたプログラミング

広告代理店とコラボした

防災広告創造の実践

社会に開かれた教育課程の実装に向けて

スクールコラボファンドで生まれた実践の数々

〇独自財源を持つことにより、これまで一般財源では難しかった教育実践を多様な企業・大学・NPOと連携しながら実現。
〇柔軟な執行の仕組みを確保し、その年に子どもや教師がワクワクする取組を準備期間なしで直ちに実践。
〇最先端の企業や団体と共に仕事をする中で教師自身の教育観が広がり、教育課程編成力が向上

盲導犬団体や

パラスポーツ団体とコラボした

福祉の総合学習



日本財団、「１８歳意識調査」、2022年３月



38％ → 81％ 26％ → 93％

コラボレーションの成果

SDGs×プロジェクト型学習で子どもの価値観が進化する

令和３年度スクールコラボファンド事業委託報告書 未来をつかむスタディーズ提出資料より



保護者

市民
元市民

学校

鎌倉SCF

願いを
叶える
カリキュラム

議会首長 教育委員会

G
C
F

税制改正等を通じて、こうした「公教育寄
附型金融商品」の税控除を行うことで、こ
のようなファンドの創設を支援できないか

文部科学省や経済産業省（教育産業
室）が連携して、金融資本からの寄付が
「社会に開かれた教育」の支援事業に回って
いくようコーディネートしていくことはできないか

願い

住民税

「新しい資本主義」の構築の一環として、金融資本から魅力的な教育活動への資金流入を促す

金融資産の分配を通じ公教育に流れる資金を増やすシステム（試案）

教育委員会

投資家 投資銀行

投資信託

運用益

信託手数料
(例)
信託手数料の一部を公教育に
寄附する金融商品等
→ 0.41%の信託手数料のうち
0.01%分は公教育事業に寄附

民間教育財団等

①公費の流れ

寄附 支援

②ふるさと納税の流れ

③金融資本分配の流れ（案）
基金 基金 基金 基金
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